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※概要（Summary）： 

MEMS 技術を用いて形成されたハニカム構造を用い

た圧電ポリマー・デバイスの提案および特性評価を行

っている．試作デバイスにおいて，共振周波数 149 Hz, 

振動加速度 1.5 G のもとで，75 nW の出力を得ると

ともに PEDOT 電極を用いた新構造を提案した． 

 
※実験（Experimental）： 

ナノテクノロジープラットフォームの高速大面積

電子線描画装置，マスク・ウェーハ自動現像装置群に

より，ガラスマスクを作製し，研究室のクリーンルー

ムにてプロセスを行った後，ナノテクノロジープラッ

トフォームのブレードダイサーでチップ化した．さら

に，研究室所有の荷電装置でポリマー材料に荷電し，

本デバイスを作製した．  

 
※結果と考察（Results and Discussion）： 

図１に本デバイスの概念図を示す．パリレン樹脂を用

いた多孔質状のポリマーエレクトレットを提案し，低

共振周波数領域における振動特性を評価した．マイク

ロマシン技術により多孔質状のパリレン構造を製作

し，垂直壁上に軟 X 線を用いた荷電方法により電荷を

打ち込んだ．試作デバイスにおいて，共振周波数 149 

Hz, 振動加速度 1.5 G のもとで，75 nW の出力を得

ることに成功した．さらに，PEDOT 電極を埋め込ん

だ新構造（図２参照）を提案し，その高表面電位の計

測結果に基づき，さらなる高出力化の可能性を示した． 

 

 

 

Fig. 1 Schematic of the in-plane piezoelectret energy 
harvester with cellular parylene spring [1]. 

 
Fig. 2. SEM images of piezoelectret energy harvester 
prototype with PEDOT-embedded parylene beams [2]. 
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